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▼
第
七
十
四
回

西
日
本
国
語
国
文
学
会

於

鹿
児
島
県
立
短
期
大
学

二0
二
四
年
九
月
七H

（土
）
ー
九
月
八H
(B
)

[
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム]

薩
摩
と
琉
球
を
つ
な
ぐ
島
嶼
の
文
芸

・
語
学

・
歴
史

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

学

会

彙

報

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

▼
令
和
六
年
度

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

於

九
州
大
学
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス

イ
ー
ス
ト1
号
館

野 尾 井

千 弘
砂
子 徳 森

荻 松 亀

A

ーl
1
7
教
室

二0
二
四
年
六
月

一
五H

（土
）

[
研
究
発
表]

加
賀
橡
浄
瑠
璃
に
お
け
る

「怨
霊
事
」

買

「続

・
雅
俗
線
乱
」
展
の
見
ど
こ
ろ

川

「た
び

（度
）
」
の
史
的
考
察

藤

長
崎
県
五
島
列
島
方
言
の

「ザ
マ
ニ
」

門

『源
氏
物
語
』
に
お
け
る
末
摘
花
の
造
形
と
常
陸
太
守

蓑

[
研
究
発
表]

星
巌
詩
の
典
拠
考
ー

作
詩
の
材
料
に
つ
い
て
ー

小
原
大
丈
軒

『白
木
翁
物
語
』
の
諸
問
題

文 敏

屋

飛 優 敏 思

王

平

自

強
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央 子

成

一

（九
州
大
学
関
係
者
の
み
）

中

山

田

▼
受
贈
図
書

（二0
二
四
年
三
月5

二0
二
四
年
九
月
）

古
典
の
再
生
T
he

R e v i v a i
o f

t h eC
lassics

盛

田

帝

子

江
戸
の
王
朝
文
化
復
興
ー

ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
所
蔵
レ
イ
ン
文
庫

『十

番
虫
合
絵
巻
』
を
読
むI

盛

田

帝

子

・
松

本

大

・
飯

倉

洋

一

か
た
ち
と
文
化
ー

古
典
籍

・
近
代
文
献
の
見
方

・
楽
し
み
方
ー

国
文
学
研
究
資
料
館

勝

俣

隆

津

碧

[
講
演]

光
る
国
へ

松

本

常

彦

本七
夕
伝
説
の
謎
を
解
く



近
世
長
崎
渡
米
人
文
運
史
ー

言
語
接
触
と
文
化
交
流
の
諸
相
ー

若

木

太

武
士
の
道
徳
学
ー

徳
川
吉
宗
と
室
鳩
巣

『駿
台
雑
話
』
ー

1,菱

憲 敏

平

文

そ
の
悩
み
、
古
典
が
解
決
し
ま
す
。

岡

司

▼
令
和
七
年
度
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
総
会

並
び
に
研
究
発
表
会
の
お
知
ら
せ

令
和
七
年
度
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
を
、
令
和
七
(
―10

二
五
）

年
六
月
七H

（土
）
に
、
九
州
大
学
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
い
た

し
ま
す
。
多
数
ご
参
会
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

研
究
発
表
を
ご
希
望
の
方
は
、
発
表
題
目
を
令
和
七
年
――一月
三
十

一

日
ま
で
に
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。
お
申
し

込
み
は
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
Gapano
®lit.kyushu,u.ac.jp)

に
て

承
り
ま
す
。

研
究
発
表
題
目
、
お
よ
び
開
催
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
七
年
四
月
下
旬
に
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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『語
文
研
究
』
投
稿
規
定

と
し
ま
す
。

四

投
稿
の
締
め
切
り

締
め
切
り
は
、
毎
年
―
一月
末
日
、
八
月
末
日
と
し
ま
す
。
刊
行
は
、

六
月
お
よ
び

―
二
月
の
予
定
で
す
。

五
．
投
稿
の
方
法

投
稿
原
稿
と
要
旨

（八0
0
字
程
度
）
の
電
子
フ
ァ
イ
ル
を
、
編
集

委
員
会
宛
に
メ
ー
ル
添
付
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

六
．
原
稿
の
送
り
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

e'mail:japano
®lit.kyushu,u.ac.jp

九
州
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
内

『語
文
研
究
』
編
集
委
員
会

七
．
採
用

・
不
採
用
の
決
定

投
稿
さ
れ
た
原
稿
の
採
否
は
、
編
集
委
員
会
の
総
意
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

八

原
稿
料

・
抜
き
刷
り

掲
載
論
文
に
つ
き
、
原
稿
料
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。
本
誌
―
一冊
を
贈

呈
し
、
希
望
者
に
は
抜
き
刷
り
を
実
費
で
作
成
し
ま
す
。

九
．
著
作
権

著
作
権
は
、
著
者
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
学
会
は
、

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
原
稿
を
電
子
化
ま
た
は
複
製
の
形
態
な
ど
で
公
開

す
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

一
．
投
稿
資
格

著
者
は
、
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
会
員
に
限
り
ま
す
。
共
著
の
場

合
は
、
筆
頭
著
者
が
会
員
で
あ
れ
ば
投
稿
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
編
集
委
員
会
か
ら
の
原
稿
の
依
頼
は
、
非
会
員
に
対
し
て

も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
．
投
稿
原
稿
の
内
容

日
本
語
学

•H
本
文
学
と
そ
の
関
連
領
域
に
関
す
る
、
未
公
刊
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
原
稿
に
限
り
ま
す
。
単
行
本
、
学
会
誌

・
協
会
誌
、
紀
要
、

商
業
誌
な
ど
に
発
表
さ
れ
た
も
の
、
お
よ
び
応
募
中
の
も
の
は
投
稿
で

き
ま
せ
ん
。
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学
会
や
研
究
会
の
予
稿
集
、
科
学
研
究
費
補
助
金
な
ど
の
研
究
報
告

書
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
、
な
ら
び
に
、
未
公
刊
の
修
士
論
文

・
博
士
論

文
の

一
部
な
ど

（機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
な
ど
でW
e
b

公
開
さ
れ
て
い
る

も
の
も
含
む
）
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
、
相
応
の
加
筆

・
修
正
を
行
え

ば
投
稿
で
き
ま
す
。

三
．
投
稿
原
稿
の
書
式

・
分
量

本
誌
は
縦
組
み
を
主
体
と
し
ま
す
。
仕
上
が
り
紙
面
は
、
縦
書
き

「
二
七
字x
-
―
一
行X

―
一段
」
、
横
書
き

「
三
五
字X

三
三
行
」
で
す
。

分
贔
は
、
仕
上
が
り
紙
面

一
四
ペ
ー
ジ
程
度

（図
表
な
ど
も
含
む
）





〒
八

一
九I
O

三
九
五

福
岡
市
西
区
元
岡
七
四
四
E
_
B
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六

一
四

九
州
大
学
文
学
部
内
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

(Tel
·

F a x :0
九
ニ
ー
八0
1
―
ー
五0
八
五
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www2.lit.kyushu,u.ac.jp/-japano/index.html

（研
究
室
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
記
し
て
い
ま
す
の
で
、
学
会

関
係

・
住
所
変
更
等
の
各
種
連
絡
に
も
御
利
用
下
さ
い
。
）

語
文
研
究
刊
行
会

振
替
口
座

0

一
七
六
〇
ー
―
―ー
ニ

―
三
四
六


